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● 現在の研究について 

 在宅健康管理システムは，在宅における健康状

態を自動計測により記録するもので，言わば自宅

に居ながらにして日々の健康管理を可能にする

仕組みです。日常の健康状態を生活行動様式の中

で無意識のうちに把握することを目的として，ト

イレ，浴槽，ベッドなどの家庭用調度品の中に生

体情報収集のためのセンサを取り付け，自動的に

心身状態の記録や把握を行う健康モニタリング

装置の開発を進めています。 

 これまでの取り組みとして，開発した在宅健康

管理システムを実際の住宅で使用し，各種生体情

報を無意識的に収集し，記録・保存を行う完全自

動化された健康自動計測システムの設計・試作や

性能評価などについて検討を行ってきました。 

 具体的には，トイレのスペースを利用して，体

重や排泄量（尿の量）を自動的に測定が可能であ

ることを確認しました。一般に排尿量は体重と比

較して数パーセントの量ですので，通常の体重計

で測定することは非常に難しいのですが，高精度

の重量計を用いたトイレ使用時の体重測定を行

い，体重変化から排尿開始点，終了点を自動認識

し，その排尿パターンから排尿量を決定します。 

 また，入浴中における心機能の無意識モニタリ

ングのために浴槽内に心電図電極を設置し，入浴

中における良好かつ安定な心電図波形の測定が

可能となります。入浴中は，湯水から大きく身体

をはみ出さないような注意は必要ですが，多少の

体動や浴槽の中で洗顔等を行っても，心電図波形

の大きな乱れもなく，良好な心電図測定が可能な

ことを確認しています。 

 さらに，導電性繊維を織り込んだシーツ（布帛

電極）を頭部と足部に対して使用し，就寝中の心

電図の収集を行います。睡眠中の姿勢や体動など

によって心電図波形が乱されることもあります

が，熟眠中は安定した心電図の検出が可能であり，

睡眠中の大部分において安定した心電図の測定

が可能となりました。 

 以上のように，在宅健康管理システムを使用し

てベッド，浴槽，トイレを利用した生体情報の無

意識・自動計測を行い，在宅において健康状態の

長期連続データの収集が可能となりました。本研

究は，広範囲の応用分野が期待できますが，特に

高齢者における健康管理のために非常に有用で

あると思われます。 

● 今後進めていきたい研究について 

 上記のベッド心電図測定装置を更に発展させ

たシステムとして，熟睡度モニタの開発を目指し

ています。これは就寝時の熟睡度（睡眠の質の高

さ）を把握するため，睡眠中の心肺機能とともに

身体の動きや寝返りなどによる体動を自動でか

つ長時間計測するもので，導電性を有する布状の

電極をベッド等のシーツとして用い，自然な眠り

の状態における心電図や呼吸曲線の計測を行う

と同時に，安眠の程度を睡眠中の寝返りや身体の

動き（体動率）から定量化するものです。 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 将来的には，本システムにより住宅内に蓄積さ

れたデータを病院や診療所に伝送し，データベー

ス化することにより，定期健康診断や疾患の早期

発見などのために利用できる仕組みづくりを地

域• 社会と連携して進めたいと考えています。 


